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iモ@他1タ泊費会どの明刷4ついては白己負狙
同し也み}受線$筆暑の住所氏名年飴性別 通路.
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官間借j去に従ってく白山



1乙..a彊照合71-1017 東麗出現IfiD93.QOO 1 お姐5tteliM樹彊新'D'44-1 001 

金
属
』
却
す
る
左
と
も
l

必
ず
こ
の
金
割
以

t
i
i
E円れ
zi--

;
i
j
S
 

8
7

0

1
は
傷
者
.

2
1
?
占
例
区
二

明

欄

相

川

一

川

酬

帽

州

-

d
n

一

開

H

W

E

U

市
一
ゅ

-
o
-

U

E

:

 
:
 
・
:
:
 
;
 
:
 
:
 
;
 

・
・
・
園
調
.
‘
R
W
-
R

. .... 
4・良県...・催

し
• 
教
室

!;:ii;主主;ij;i3
2tt人高轟?舘54i:主主22る‘21 2aE亭 …-.. "ー
寸..i1入STィ al f pj? 叫 I!\~ ij ~ :r I 以マ""手
嵐山 「 γ 上期"

てVjE量:?i1

F4Rtτ?iEiボ!?;;::isuitτii!ijiz 
i ;!is !!iiiii!?均!jiぅ:fi言!?!ii!;
!if直iiJ?itiftT2・i4Rzi量 ;ptt-』
日噸Tら すでろた余 i崎正実 ，ET刷l 毒菌E雷 へか自軍 剛 《

』Silii;iliii158!iiiF墨 :1211Bj

兜
里
芋
当

(
3・
来
凋
冗
対
象
所
得
闘
闘
が
あ
り
ま
す
}
の
直
昭
簡
陪
お
恩
め
に

E-とこ
ろ

ゆ
央
公
民
館

L
t
で
盆
健
町
】

マ
テ

マ

a・

7
L宵
て
を
鳴
し
ん
で

ー
か

f
1
2
1

.，
定
員

刻
人

-a
冨
綱
絢

:-mn

-v

・
I
M
込
2

・u
“お

-ea峨
私
"
"
併

2
5
1
1
2
H
f
 

i
z
z
-で
す
で
話
し

込
み
を
し

t
f
u
g
-

一
主
義

E道
大
会

i宵
2
1
2
1
i

f
主
E働
に
つ
い
て

S
T
E

fれ
ぞ

2
品
t
z
Eと
今

E
A
e
-
-
a
f
h
T
 

;
i
l
 

w千
織
l
随
時

7

3

.
，
刊
叩
団
組
司

;

!

 

2
1
1
f
j
 

j

i

 

!
1
i
 

i
iへ
の
?
?

j
z
j
 

{amu-

繍・6
+ベ
ヲ
ト
畠
戸
嘩

m
g
の
パ
イ

て
ヒ

・
・
し
込
み

電
被
で
2
川
口

u

ま
で
に
市
役
場
社
会
綾

aw復
へ
・

園
奈
良
マ
'
チ
ャ
ン
ト
シ
，
ド
セ
ン
タ
ー

圃

守

E
E
T一

.

，二
千
九
闘
の
δ
竺
手
γ
由
δ

一

パ
ソ
コ
ン
温
置
を
隠

u--taぅ
.

4
f
;
1
1
 

f
i
l
'
r
t
r
i
t
 

-
-
E
Z，
I
1・

『

j
j
fraじ

干

T
R
J
2
4ワ
ー
プ
ロ

t-

臥
な

i
t
s
-

問
い
合
わ
匂
区
南
俊
樹
兜
宣
院
へ

聞
す
る

f
m
i
-
-

E

Eの
S
t
t
E
E自

4

・
ら
の
ba
祖
ら
せ
会
ど
い
ろ
い
ろ
合
情
"
a
g

i
z
-
-
1
2
 

&
が
拘
刷
L
2
1
A
一ヶ
l
y
園
み
が
で
昼

る
掬
小
偉
a
T
電
Z
&庖
鋼
会
ど
も
め

"a寸

M

ぬ
ま
で
の

TEXT--7キス
ト
〉

Z』
に
加
え
て

5
2
:習

「

w
e
b
-
-
z
f」
4
1す
o

web-"とは
4
2〆
'
l
a
F
n
F
ト
伐
術

I
F
h
E
?ピ
ス
?
文
字
以

外
仁

Z
Zそも
2
4
2
1

-Eが

E
Z
J

入
金

a
z
t
tマ
1
サ
ヤ

シ
ト

ン
l
ド
セ
シ
'
ー
か
市
便
所
高
L
m
w政
照
'

A
げ
古
里
T
S
Iへ。

TEXTapfRsi 

す
の
で

H
A
併
1
6

ア
タ
セ
ス
し
で
〈
M
S
L

・3
i
i〉

・
温
肩
崎
圃

U

川
崎
岡

-f
isc!? 

角

z
rで
入
h
H

-
ゲ
ス
ト
パ
ス
ワ
ー
ド
i
!
&
L

一
「
園
地
叩
瞳
力
」
ス
ケ
ッ
チ
屡

t
i
-
-が
i
i
4

2
Tん
t
h
i
s
-
Aいた

t
，S
自
iす
5
7色
で
織

か
れ
た

1
2
5
?だ
さ
い
・

と
e

3
M
2
m胸
、
日
U
凶
午
前
9
時

1

午・5
・4Huh-
'E

る

2
1
?
Z一
凡

S
E

a
s
t文
F
a
i

l
-
-
K
E
u
j
u
j
u
 

-"MRf

，入・d
叩
;
;
鍵

"
-'mu会

E
2
1
!
?
 

凡

一O
V
ヘ

日|鍋'....."μ



調帳大". 了目，.，・お知白色〒630-8580市嘗甥賢官34-1111附

2
月
間
目
怯

水
温
料
金
口
座
煽
笛
回
で
す
・

「
切
ら
し
さ
」
じ
と
ら
必
九
な
、
自
分
ら

し
い

i
iし
z
i男

i
!みまし
ょ
う
・

と

を

内

観

主

;

」

?

主

1
4
l
jJ
E男

性
mm
人

在

働

も

可

'
テ

マ

バY
Z

J

グ

li
i
i
j

ig-:
si
r
 

'la
i
t
-
?
'
 

.
蜘
縄

線

"

'
申
し
込
み

は
が
き
に

E
i
-
-いて

2
H
i
-
f
i
aへ-

E
A
f告
は

2

管

内

< 

書留

111i! 

詳

一
デ
ッ
サ
ン
能

.
廃
棄
を
気
概
l
観
賞
し
て
も
ら
れD
A
7
LE

t
i
-
-

よ

る

聞

や

自

コ

ー

ナ

ー

z
t
i

す

と
を
〒

3
月
7
日
切
午
前
の

mm
M
m
時

午
後
の

T
1時

Z
-
=
1
1

組
問
チ
の
憲
《
充
興
事
町
〉

E'潰
岡
剛

健

普

『町
署
街
」

γ

請
書
Z隆
史
さ
ん

ご
サ
ン
健
室
望
書

f
a

間
接
Z

ニ
さ
ん

V
定

員

各

他
人

E'入
坦

開

R
E
S
i
-

-
行
認
の
毎
仲
ト
込
川
氏
。
引
篭
d
断
昏
H

守
を
・

い
て

2
月
為
日
必
着
で
附
財
団
A

・γ自

聖上町
t
一

宮
一

?

人

一

oz・

I
l
i
-
-

園
名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館

-
i
i
T一

園

田

E
l
O

ハ
Q
八

2
E
Zで
言

-
R
E
E

i
z蓄さ
れ

た

i
;紹

i
i
i
i
f
e
 

T
i・
i
I
E宮

2で
「
ね
集
会
』

を
欄
さ
ま
す
・

名
画
臨
則
六
銀
院
陪
・
a
売
温
震
と

e

2

月
2
日
開

M
U
U
聞
の
午
揃
9
U時
午

後

5

時

月

曜

H
i
i詰
z-

斜
γ
脈"
お

議

会

と

e

2
M幻
自
仙
午
前
町
時

'h午
後

3
時
字

-v
定
員

免
宥
晴
人

'
お
譲
a

，mm
内
・

-2
旦
戸
館

.
，z
m
E
T-

-
ei
g
 

万慮
置
寄

-zzv

「t
E
」
と
「
ス
ラ
イ
ド
p
」
で
万
粛
の
倹
揮

を

i
iしで
す
・

s
inu申後
2

壁、
4

・5
T
'量

E'E大

Z
Zの
よ

E
E
聞
き
手

HZ

段

F
E
-
-
ま

:1

2に
儀

L
名

住

所

2

a

i
iいて
i
i再

編
へ
二
人

11
f
;倫理

一
青
少
年
ふ
る
古
と
甫
貫

i
i
5
5
 

i
!
i
 

i
i
i
s
i
 

飲
酒
と
健
康

ア
ル
コ
ー
ル
依
存

7
2
1
2
fる
告

で

は

な

く

身

体

に

?

与

え

tの
で
あ
る

ニ
と
隠
す
で
に
十
九
億
紀
か
ら
知
ら
札

で
い
ま
し
た
・

符
に
ア

2
1
2
里

Zを

慢
す
こ
と
は
9
6
〈
知
ら
れ
て
い
ま
す
・

ア
ル
コ

L
i
s
tに
衡

f

f
I
iらで
す

し

aし
ア
ル
コ

1
ん
が
肝
臨
に
陣
筈

i
;は二
十
世
紀
に
な
っ
で

か
ら
明
ら
か
に
会
っ
た
こ
と
で
す
・
そ

れ
ま
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
肝
障
に
対
す

る
直
織
の
毒
性
が
畑
ら
れ
て
い
な
治
っ

た

た

め

に

蓄

を

号

て

ア

ル

コ

ー

ル
を
飲
め
ば
E

府
民
は
大
丈
夫
と
奪
え
ら

れ
て
い
書
し
た

値里か
i

は

g
tら与ず
tL飲tむ傾問向出が
1あ

&
eヌんめ

t
ぞ
の
よ
i

う(ううに
島
'勿
え
ら
れ
た
の

で
し
、
a6う
.

』
の
よ
一ヲ
l

身
体
{
脳
中
肝
腺
な
ど
}
金
慢
す
も
}
と

ほ
知
ら
札
て
い
愛

L
た

が

な

ぜ

人

M
V
身
体
を
岨
援
す
ま
で
ア
ル
コ
ー
ル
ι
電
鉄

2
f
:
Eが
明
ら
か

i
t

で
き
た
の

u

・4三干写
の
こ
と
で

す
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

HTい
う
病
気
の

名
簡
を

1
9
7
0学
(
開
制
側
十
五

年
V

に
会
っ
て

W
H
O
A
倹
界
保
健
慢

幽
き
が
定
め
て
か
ら
そ
れ
ま
で
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
と
呼
ば
れ
て
lv
た
術
気
の

長

が

明

ら

か

に

な

っ

で

iし
た

し

摘

し

そ

れ

以

前

l
9
6

3
年

(
M
m
相
ι
一
十
八
年
)
か
ら
耐
符
針
が
白

ら
断
編
し
て

dm衡
か
ら
肉
復
す
る
ニ

と
を
不
し
て
島
た

E
E型
f

奮
し
た
羽
根
替
機
良
市
で
ほ
行
敏
縄
開
晴
医

療

Z
f
g
Eと
号

し

て

γ

5
1自
由
里

Eに
取
り
組

ん
で
い
ま
す
・

ア
ル
コ

ー
ル
が
人
の



"M幽昨 71-1017 東醤出彊所包93-0001 "矧5"・酉舗出現買賢官44.1001 

百
援
に
つ
い
て
与
え
よ
う
左
聞
き
ま
す

と
き

3
月
日
目

ω与
前
9
U旬
幽
号
、
午

後
2
時

J
里に・
1
2
2
F

λ

停
前
{
飛
火
野
)
集
会
・
小
爾
決
心
打

;」る
t公
側
、
春
闘
山
原

E

Z曹
森

2
4
T
H
f
e

ヲ
チ

シ
グ

.，

鱒
・
2

掬

符

当

水

筒

爾
四
舟
防
策
具
双
眼
値
目
(
省
る
人
}

.，
M
珂

-m
ト
ゲ
4

、6写
生

中
学
生
明

人
・
保
健
奮
の
嘗
加
も
町

-，
.，

m斜

t
Zし
込
み

は
が
き
6

語

傘
"
の
氏
名

E
t
z
f

を
・
官
い
て

2
月
泌
固
ま
で
に
也
市
役
所
位

s
z、.f
場
合
員
宅

一
審
眠
を
コ
ン
サ
ー
ト

2

・Eそ
し
て
胸

z
i

t
iざし
て

l
I
F

-
-
の

Z
J
i
g
--

と
を

2
H
羽
目
刷
午
前
附
町
一
メ

〆
ス
テ
ー
ジ

'
H凶
S

E'
と
こ
る

な

ら
一
O
O
年

会

館

空
一条
宮
崎
町
一

-v

ス
埴
網

干
mm内

'
テ

マ

み
ん
な

で
春
咲
か
せ
よ
う

--
内

密

仰
聞
の
コ

J
φ
l
l
p

手
‘
"
の
フ
?
?
シ

'
J
シ

圃
]

オ

リ

ン

ナ

ル

ク

ラ

フ

ト

原

発

作

品
展
示
な
ど

V
闘
い
倉
わ
位

開
退
官
香
貝

会
事
嶋
崎
(
守

ω
側
三
条
大

・m
l
九
l
一

。
f
i
s
t
z
 

J

払
修
道
芸

倉

三
岡

l
一
一
一

一可へ・

募集者JJU 参J 
加
盟
罰

ぜんと

遷都
五5

t7P 広平「
新しく平城京が睡ηますー

「古劃奈良の刻閣j世界温度量録をE念して平減胃腸を会場に3舟"困 JLBの2臼岡 「字減
湿器領Jを'聞きま..r古今烹..ぼろぼ奈良」をテーマに ととも天平行列や眠梅の S殴当時の食
"を使コた食べ物の髭禽芯ど 当略の生還を実懇でをるイベントの他 コンザートやグーかた会忽ど

大人も子どもも楽し.るイベントそ予定しています.

1申し込み陶札、倉ね" 往復はがきにイベント各住所氏名年齢性別電話喬.を・いで
月""ま"'市役所観光課内凶11111寄飼会*務局へ。多い場合は錨還 .加併は鰻終

2 

~命n300年の時を鰭え

大
型
ご
み
の
電
信
申
し
込
み
収
編
隊
珊
鳩
清
興
期

一
事
務
爺

{宮
七
-
l
九
O

一
「役人体輯ツアー」

惨定貝

日岨と航

俸のあっf之さ当時 平根賓の役人たち隠日の凶とともに

仕事につ聖 墨に晴コe'開削していました.問じ
ように 目の凶と鈴に事領官陣内ぞ附観付舎で厳鎗し

酬に肌、c叫す
とを 3月幻日出午前6持、8時(閣支中止}

"'50人 ，......奈良国立文化財婿究所現員

Z字紙富『アフレスコ画教室』

.，唱団く?支配して置か間関てきた 「アフレ

スコ圃這Jにチャレンジ.定書噴と飼料でレンガ忽どに.
を箔きます. きれてもしMい組畿で.mし亡くf詰"
とを雪 3 fl17UUω(爾天中止} 惨定員 中字会主以下

山人 ，哨ち鋼一貧農，.ド *入"パレ 7ト 鉛筆下・H ，'1"1‘' 

剛笛・=

) 

ヘ• 

t空間同開民間悶Jを討に開閉
闘で組問匂川町んでし吋...即

聞き回目りのイメー珂問視してく出O.
.秀，ζ"E念品ラあります.
日 ---31!17剛{眠中止}

川働問i伺人

掴居め〈戸内 f-J1l:l!lii宮崎内 η (J)が持.，a

句会」

砂定員一短欧悌句

日世主.・.'.旬川閣で写‘'留を憾む零緩奮クイズラン 「ジ ョイフルマラソンJ
制限嶋崎".網包.，内lご約 ，~わコ スを蓮，.
.臨クイズ問団ぎれ その:iEM. I ~応じてピン

コカード沙問問.岡山日ピンゴゲーム

犬舎でし必くくっ.錨争で'"茅く乗しめるマラソンです.

とを 3月21IJω(珊天中止} 砂定員約‘凶のコ

ス日:;;:~廿山人】グループで山人

r酋衝奈良の文化財jC世界遺産量鐙を配念して 市観光脳会わ伺をま..
組側 2千円 {食事付)

コースC とを… 3 月"日開~口日~ ・行e先…波
踊滞日脚臨時閉げllJ，Itali臨念館
I>ll!:A")O人 ，.組剥 2万円"泊4食付)
{噂し酬 往復i川崎望コース酬明崎

健別電信書号を，降、て 2月U"まで4市岡光箇会{守
跡822~上三条町13-1 ø21_8旧)へ. 多い.IIitl~輔.

，符管先…平織宵務

.測定段着元興.，

間貝"'40人'.

コスA とを 3月'"日関 砂行き先 平機富跨
克明:>tA-if':語 {体徳}各天象眼副大寺軒招鍵寺
象師寺興緬寺"歯) ・定員---40人 ・・組斜…2

4千円〔食事'"

コース白 と1!-"3月'"日附
盈武光明皇后 先仁各天皇駿

東大J手法厳寺大変，'"(.11¥) 
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次の予防機健，網棚1甘えで行います 得

幅制盆'"酷"です.

三条大路鶴一了目H

情センタプ 巳全摘甫-T包)-30 D ~~- 1111) 
山積慨に向一了白 1-28 D34-1111) 
総合醐輔センター (僻町519-5 ft33-787SJ 

から1さの悩みよるす相10
tを人情T.t1'.1;づく劇剛欄

畑山川悩み叫i>AI'附 Lて

"さき"，医旬iよる・別鮒麟が受げられ

ま寸希健符1'''+際金纏"寸
・とを ，R，ll!.A:;T-後t時f--4時 ・
tニろ i隅セν，一 同.咽以上
の人 ，喰い込み…司..で市投高・a増a・
2・へ.

胃が ん検 2参
...駆め這...です

後値目を予約"鯵爆をもらって 1・吋....3';;1:以上の人'"錫IHlO 惨
(t!さい叩岨削と縄問輔の休診 l四聞'".-1 kl 晴酬 "，叫a
11 ...t川上旬時"聞日I:ll，.<1 I叩晴山.綿織 11:鳩山
畑書と予2・3事 母子'霊園衡す餅，縛，で f I .l傷め人は.れ(取し込み時I:'I'L出"
どもの・，.紋'めよ〈わかる人が同riLで 1・・し込白…電磁で2月'"までl'<I!健常

(I.!~ ，' . I ...."..，，"" 
通姐・~'(;いと受'"ちれ 2 ぜんの守 司F
成"・"月1Hl J;\陽.，λ tl~..の事情

で週四唱叫い人は 市開耐骨造

絡してく吃，ぃ.

. ，号予."担金~" ..11仁『予防縛種とて5
どもの嗣J(-J;. (緩んで畳間〈出ぃ.
『予防催権と子どもの・・1を仰q てい
"、人は骨子脇佳櫨取町冊い昆雌.閣Sた

jJjll1li!'i."'1I柑均一3て〈目、"
c'司副にコ似て>'fIllS..11I511l:l1t 
に金書れた F で格槽が~rしてい会い人"

;e1J.を号著作しま寸ので @子・・γ.債を
得。て閥復へ事て〈だきも@

成人樹科健康結節

崎製医師が柑被1'"ιC'"f"o flL・..
伊・・歯 入れ・などロl圃寸る，.ごとの

ある人"気峰。 糊撮して〈どきい.If，>'!L 
.惨と医旋の創作はできまぜん}

"と四ヒ宵曹 2 川川"
日 イ"附健酎センけタ一 .帽 一川以上旬

人 岬ゆ 明で畑山0"、.

みん悠で子育て「子どもと
いきいき・5そうよJ
~ C I!'" 2 !llll!cI:>'川'"嶋一日 H 
日 時拙摘は三日} ・帽-

，.瞭(ペヲぴん}広喝 ，慢の会"子剣

|て制御穆きん方のグルプI1: J;... ，t・

色トリ柵"MJ¥!岬つ剛叫
砂降.…2;1:-'定学前の幼児{託児のスペ

←，が目標られてもますので f思して<re.き

'-1 ~・し帥州IH'tl 酬氏

名 幡訴.'テ "兇帯電，予備鰐企子どもの

民れ年・t，r.， I.，f.，:でF宵て』常電co，
て nl'lut:;舗で市役所健康相道課へ
9・，.，島iliJ鍋趨

叶 姐凶~~'"

flJt'o どで同緩め倹.を受診曇れ允人"
..'。密裏".句まぜん また 現金治.

中の人温AI手術，受けた人e繍曾検.

O山人u.t岨冊目〈だが。

新生冗・妊産婦鶴間

氏・・ rt..-1!'"で踊んでいる..毎ん

働盛価。網慢して"ぜん婚。助!UU'伺
いま相骨柑仁閉して〈だきい

...  経細 倫雌量豊 1it' ~iI"iI・・ ， 
削"までの1i4¥1'. 同し帥一母子手
帳 1:1~;;f れている経 tiHIが.. .るい"

・，児"が"必要司際粛を'いて.逸する

か電磁で.信市役所健康糟温偲べ.

飾がん検惨
..'んの虻司解Ij:!j'_・開口、ます

縛当権・がんががん6よる死亡の1笹を凸

める‘のと予'されます.・6 喧は"が

ん..，雪量け 臥期健雄L ・a・1:*'"重
しょう

惨ときとこる 一刊 ・時 州制，

の人{経・'"欝o .JI!IS岡町一年，.
叫 llli"';"U酬岡町山
検金拠値の喝合IH!I別刷 (内容lJitllO
同}ただし，.0臥C.~ '"喜重傑績 供j，!tJl'
毘鹿.・は曾.代のみ，，ゆし込み時1:'" L 
備をi ・・し込み…電訴で 2)1'・固まで

に市役所・，.噌..  へ.

8V， どで悶憾の..を-t>>~れた人U

受診の必-I!IJ"旬奮ぜん.11" II僅割合.
中の人 過iOl:f-I借金受'"ヒ人や精密機.
になっ良川 崎叫して〈白い

III 室貌 教

併・きん同tで・'"ごしまぜんかー
叫.悶 H~'7 811で"として4
..，肘H 酬蜘人 間 い帥一往

復はがきt位向氏名写.電..号

問団!Lr時開」柑措もて 2
月別口t市酬陣岨o"-..，，，.
合IHUI

自の健康相殴日

開閉削酬で欄~ 11". 

・とl!""2月9~~時千後 2 ・" .時 ，と
こる一il;l.1l'・-会メヂイカルセ〆 ，-，橿原

市1 ・飼い'0ぜ一 ・医師会内..鴨魁
舎の.函さん InQH4-22-850

" .、.
隊演会 rl商事中を予防する
包微生活j
..，臥桝附畑傘晴会付.

.CI!'u2J!1111¥.iJ-t後2時一岬 吋

こる ~'L Il'司. "' -'- (町 .
F帽 ...a;a:-f肺ゆを予防す日世論J
a御園開e・z・.痢，ンター内栴局面血..
円・E受の‘怪 ，さA ・絢盆….，ヰ ・

.し込み 不要 惨飼いeゎぜ…陶会..
!i.¥ 1..07‘J-62-Q525)へ.



奈良市ポイ捨て防止に関する条例

美イ
空き缶やたばとの吸い殻拡どの猷乱を防止する「奈良市ポイ捨て防止に関する条例J
に基づく実化促進箆点地胡ζ、平成11年2月1日からJR奈良駅西日広場、 三条本

町交差点~ーノ鳥居交差点の三条通りと猿沢池周辺を新た追加しました.新しく指定

されたのは下図の池蛾です。

との地域内では ポイ鎗て行2追わ多様止され 飲料等自動販売機には回収容器の股置
等が襲務付けられます。とれらの違反に対して伺金の適用もあbます。
美しし1奈良のまちをつくるため み忽さんの協力をお願いします。

=いままでの美化促進重白地減

です。

=今回美化促進重点地織として

鉱大きれた地織です。
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